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③　他クラブ上りの通信

⑳　国際加盟承認挨拶

武　蔵R・C（埼玉県入間都）　′月よ7日附　承認

常盤太田R．C（茨城県）　　　ユ月′0日附　〟〝

㊨　チャーターナイ†の案内

鮨江R・C

瀬戸R．C

∫月g日岡　β・影～／7・即　登録料之，αか

鰊江倍蔭小学校（鯖江市駅前通り）

∫月郎日岡β・の～／占・の　　登録料之，瓜か

瀬戸市民会館

⑬　例会日・例会場変更通知

米　沢R．C3月邸日柄を3月ぶ日鍋に

白　河R．C半月　ノ日より毎週火曜日に変更

東京南R・C年月　7日より毎週木曜日Iホテル，ニュージャパンに

（千代田区永田町ユーエア）

卓　　　話

（SPEAk）
スピ‾カー　品　川　酒　臣　民　（木版画について）

約ノ，狐J年前に中層より仏教書，漢籍と共に渡来した木版確約の技法は仏教流布用に経文，仏画

に利用され，墨一色刷りのものが奈良朝には之に手彩色が施され，同種のものが久し間仏教上のも

のを主として製作されたが鎌倉，平安朝を経て徳川時代に入。－平和の恒久と共に町人の経済力勃興

によってそれ迄は貴族対照のものに限られていたのが町人芸術の要求が生じて来た．又歌舞伎遊廓の

興隆による名凰名妓の似顔が木版に上って盛んに流布され，之が浮世絵の発祥となる．

享保〟年（ノー榔）小川破笠，英一蝶作r父の恩」と云う£冊の画本に初めて色刷。の木版画が用いら

れ，最初の記録は明和2年（伯∫）木版彫師金六なるものが発明したことになっている．

鈴木春信に至り色刷り一枚絵の浮世絵の最盛期を招きI次に歌麿I滑長の出現で美人浮世絵の全盛

期となり江戸文化の繁栄の中にあって，その流行はすさまじいものであった・水野越前守の寛政改革

にあって美人画に替り風景画の勃興となる■当時旅行の流行は必然的に諸国名所図絵が盛となり広重

北斉等が－鴫児となった・江戸末期よ。明治初年に至ると騒然たる世情と共に又石版，銅版印刷機

械の輸入等により襲えたが，一枚刷りの土産的な版画は仲々盛んで芳年I年方の新風俗画，撹乱二

代広重等による新来京風崇等数多く刊行され舶来絵兵を用いた俗に赤絵I銘絵と称する版画が流行し

た・その後一洋画をとり入れた小林清親の新しい描写が賞美されI又明治末期より大正にかけて水彩

画風の描写による富田博が名声を博し，川瀬巴水，土屋光泡等が之に続いて今日の現代版画の指導的

役割を果した．

木版画が世界的になったのはドイツ人のクルナと云う人が浮世絵について著作し，之がべ封セラ

ーとなり各国に都訳されて読まれ，一躍世界的に名声を博しI今では好んで外人に買はれ非常に珍重

がられ海外土産には絶好のものとされている・現に日本航空I有名ホテルI大商社等で盛んに利用し

ている・木版画の特徴は山切が手の仕事であること，印刷技術として一枚の紙に各絵具が汲み通って

おること・年数がたつと共に汝み出す英の味い等である・心ある愛好の士よ願わくは木版画技術と版

画の保存に協力せられよ．
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会員．の声

次年度副会長も決ったので現在欠員の副会長に次年度副会長を補充してはどうでしょうか．

（理事会に一任）

会員の慶菱

張紹淵君，3月ヱエロI pM∫・偽I鶴同駅発Iイタリーローマに於ける世界外科学会出席並に海外

視察の為壮途につかれます．

SM＝LEBOX

（ニコエコ）

強君（海外出張の為当分留守をしますので）　常田君（前回欠席すみません．東京R．Cに出ました）

出席報告

金井（国）出席奨励委員長

本　　　日．　の　　　出　　　席 ����r　　前　　回　　の　　修　　正 

出入－ �3占名中 �出 停 �浴．の庭 �出入 �ヱg名→ �出 �怒．の痴→ 

席員 �；町名 �率 ��席員 �3ノ名‾ �席 率 �鎚．／／喀 

欠 �阿部君．ノ長谷川君　板垣君　今間君 ���メ �佐藤国賓（シお東京南） 

序 言者 �河村君丸谷君斎藤君佐藤岡君 佐藤揖君 ���1 ク ア ツ �津田君（シね酒田） 常一田君（与厄東京） 

プ �金井㈱君（シげ東京東） 

本日の献立　酢豚他数々

其　の　他　例会後・理事会

副会長に金井国之助君補充の件決定

瀞磯・態静聴磯・恕藤単機輌洛機軸賂

国際理解週間の催し

③　銀君外遊の機会に先般同君撮影の「鶴岡R・C或る日の例会」“督リフイルムにタイレレを附し

出来るだけ訪問クラブで映写し又訪問クラブと必ずバナーの交換をすることにし当クラブのバナー

30本携行相互の理崩を深めることにしました．

③　3月2ケ月に盤君の訪問予定の海外クラブ主なるものノ7R・Cに①の趣旨と張君の旅行と当クラ

ブに格別の友情を御願した手紙を送りました．

UQJOJ色〉QJtか也IQJ血色）むα）αl血圧わαl匂G）αlQ）αlQJα柏柏）丘）

次回　例会　　3月2，日（火）

卓話予定　　鶴岡盲学校良，山科幸五郎丘　　盲人教育について


